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第 3次山梨県のがん対策推進計画及びがん対策に対する意見 

 

国の「第 3 期がん対策推進基本計画」が策定されない中での協議会ですが、基本的ながん対策として

不可欠と思われるものを個人的に整理してみました。今後の山梨県のがん対策推進計画及びがん対策に

反映させていただきたく、本協議会に意見として提出いたします。 

 

1、がん相談支援の包括化 

 現在、全てのがん診療連携拠点病院及び診療病院には「がん相談支援」の窓口があります。しかし、

現状は受診している病院でないと相談できず、「がん相談難民」になっている人が多くいます。乳がんの

場合、山梨県立中央病院と山梨厚生病院では「山梨県主催のピアサポート研修会」修了生がピアサポー

トをしていますが、ここも該当院外の患者の相談にのることができません。山梨県の委託を受けて開設

している「がん患者サポートセンター」は、あまり知られていないせいか、相談件数も少なく（平成 28

年度末：105件）、当事者にとって使いやすいとは言えないようです。先日、拠点病院の一つに受診され

ている患者が、積極的な治療の中断を宣告され、治療の再開をお願いしたところ主治医から「がん免疫

細胞療法」のパンフレットを渡されたという事例がありました。戸惑いながらすべての拠点病院に相談

できるか問い合わせたところ、どこも対応してもらえなかったようです。県内どこにいても、誰でも、

親身かつ信頼できるがん相談の窓口が必要だと思うのですが、不可能でしょうか。 

 

2、危機管理としてのネットワークと相談支援部門の独立した電話回線 

 山梨県には 4 つのがん診療連携拠点病院と 1 つの診療病院があります。この中で、山梨県がん診療連

携拠点病院と地域拠点病院富士吉田市立病院は相談支援部門に独自の電話回線を設置していません

（2017 年 5 月 8 日現在）。現時点でも受診や問い合わせも含め電話が繋がりにくく、患者にとっては不

安が膨らむ状況でありますが、緊急時にはより混乱する素因となるのではないでしょうか。早急な対策

を求めます。 

 

3、職域でのがん検診の精度管理について 

 基礎自治体での集団検診によるがん検診の精度管理は、山梨県が責任を持って行っていると思います。

しかし、近年力を入れ始めている職域でのがん検診はどうなっているのでしょうか。職域で基礎自治体

が委託している検診施設に委託している場合は安心ですが、職域自体が医療施設等の関係で、自主的な

がん検診を行っているところも見受けられます。山梨県は、早急に職域でのがん検診の実態調査（自施

設で行っている場合や、集団検診施設以外の検診を行っている施設での精度管理等）および「精度管理

指導の徹底」を行ってほしいと思います。 

 

4、山梨県 1医療圏構想と画像データ及び電子カルテ等の共有 

 山梨県は全国でも唯一がん診療連携拠点病院・診療病院に PETを持たない地方公共団体です。総人口

約 82 万人では、2 台あれば十分なのかもしれませんが、民間施設での所有となっています。近年、ICT

化によるビッグデータの利用が話題となっていますが、全県一区の医療圏構想として、限られた医療資

源を最大限に共有し、医療情報の共有化によって患者にとって負担の無い診療体制が構築されることを

望みます（共有する場合は患者の同意を得て）。別添資料Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ参照 
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他県の好事例 

≪ふくいメディカルネット≫ 
 

「ふくいメディカルネット」は、皆様の医療情報を県内の医療機関で共有すること

により、よりよい医療サービスを提供するための仕組みです。 

どこに住んでいても良質で先進的な医療サービスを受けることができます。 

よりスムーズに適切な診断・治療を受けることができます。 

● 運営構成図 

 



 
 

2
0

1
7
年

9
月

1
2
日
若
尾
別
添
資
料
Ⅱ

 

中
医
協
 
平
成

2
7
年

7
月

2
2
日
資
料
よ
り

 

 



 
 

2
0

1
7
年

9
月

1
2
日
若
尾
別
添
資
料
Ⅲ

 

 

厚
労
省
保
健
局
医
務
課
資
料
平
成

2
4
年

3
月

4
日
よ
り

 

 



2017年 9月 12日 若尾追加資料 

 

5、シニアの血液疾患に対する医療環境の充実 

 山梨県立中央病院の治療環境の更なる整備、骨髄移植に対する助成制度の検討 

 

 山梨県の血液疾患の現状 

山梨県がん登録資料による血液疾患（白血病+悪性リンパ腫+多発性骨髄腫）年次推移 

 
 

 2013年山梨県がん登録資料より 

2013 山梨県がん登録 20～59 歳 60 歳～ 全体 

白血病 17 45 70 

多発性骨髄腫 4 41 45 

悪性リンパ腫 33 139 173 

血液疾患患者数 54 225 288 

 

 山梨県立中央病院 HPからの血液疾患治療件数 

 

320 

281 
277 

316 

288 288 

250

260

270

280

290

300

310

320

330

2008 2009 2010 2011 2012 2013

山梨県がん登録から見る血液疾患患者数 

168 

141 

186 

226 

264 

0

50

100

150

200

250

300

山梨県立中央病院対応血液疾患例 

2 

4 

9 

15 

21 

0

5

10

15

20

25

山梨県立中央病院移植合計数 


